
探検記または再生産される物語:

Ralegh の Discoverie

水野眞理

1952年,一冊のcommonplacebook(備忘録)がSirWalterRaleghのも

のと鑑定された。そこに,Raleghの7‰ム触叫日直鮎l梅γ〟(『世界史』,

1614)との強い結び付きを示す書物のリストが含まれていたのである。それは

1603年から1613年にかけてRaleghが幽閉されていたロンドン塔のBloody

Towerの一室の書棚の内容を示すものだと考えられている。1)総数515点の中

には,ロンドン塔時代以前の出版物が数多く含まれていることから,これが

Raleghが若くから集めた蔵書であると考えてさしつかえないだろう。その中

に,スペイン語の辞書,教科書とともに,Acosta,G6maraなどの著者による

スペイン語で書かれた新大陸関係の書物が何冊か見られる。それらこそは

Raleghの見た黄金郷の夢に形を与えたものなのである。

スペインの無敵艦隊を撃破してからわずか数年,敵対関係にあったイングラ

ンドでは,その関係ゆえに,スペイン側の情報が熱心に収集された。とりわけ.

新大陸から運び出される金銀がスペインの国力を支えていると考えられ,イン

グランド人の関心を誘ったものと思われる。WalterRaleghは,勅許による

私掠船を大西洋からカリブ海に出没させ,スペインに運ばれる金眼を略奪する.

という作戦から一歩すすんで,黄金の源泉を押えようというアイデアを持つに

いたる。そして1595年の2月から8月にかけて自ら南米の黄金郷探索行に出

る。黄金郷=EIDoradoはスペインによるインカの征服とその後の探検の過

程で伝説化され,信じられるにいたったものである。スペイン人によるEl
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Dorado探索史は,したがって,彼らの歴史の中で征服史の続編ともいうべき

位置を占めている。

Raleghはそれらの書物や,接触したスペイン人からの情報に基づいて,EI

Doradoの位置を南米大陸のOrinoco川流域のGuiana(ギアナ)と判断した。

現在のGuyanaよりやや西の,Venezuelaに属する地域である。さらに,自ら

の出航の前年にはJacobWhiddonを予備調査に送った上で,宮廷の有力者の

援助,エリザベス女王の勅許を得て,探検行は行われた。周到ともいえる準備

にもかかわらず,EIDoradoは発見されず,わずかに持ち帰られた金鉱石の

真実性も疑わしいものとされた。EIDorado発見によってスペインを凌駕す

る富をイングランドにもたらし,既に翳りを見せていた宮廷での位置を挽回し

ようというRaleghの意図は挫折する。

Raleghの黄金郷探索記me戊的髄液qH如上呵拘属おれ肌わ弛所柄

£吻柁〆CU由乃α(1596)(以下βゐco徴汀わと呼ぶ)は,失敗に終わったEI

Dorado探索の弁明として,また今後のGuiana進出の正当性を女王に訴える

書として,探検の翌年の1596年に出版された。従来この書は主として,波乱

に満ちたRaleghの伝記の一材料として,またはイングランドの植民地主義的

海外進出史の一資料として取り上げられてきた。本稿はこれを文学テクストと

して取り上げ,異文化記述における引用と影響の問題の一端を扱おうとするも

のである。そこには,一般にはノンフィクションに分類される探検記のフィク

ション性の問題もおのずと浮かび上がってくるだろう。

もっとも文学テクストとしてDiscoverieをとりあげる試みはStephen

Greenblattによって既に行われている。GreenblattはそのRaleghの伝記にお

いて,演技するルネサンス人の典型としてRaleghを描き出し,Discoverieの

言語の矛盾に示されるRaleghの多重な精神構造を指摘している。2)また

Greenblattは,彼を新歴史主義の教祖的地位に押し上げた書物でも,Edmund

Spenserの77LeFberieQueene(『妖精の女王』,1590p96)が植民地主義の言

説に満ちていることを示すために,その第二巻に措かれたBowerofBliss
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(至福の園)とRaleghのDiscoverieに描かれたGuianaの風景とを並べて引

用している。3)しかし,そこにおいてもβ料制脚壷は副次的な位置におかれて

おり,それ自体としての十分な扱いを受けていないように思われる。

Diicoverieを論じる上で見過ごすことができないのは,Ralegh自身の体験

よりも,彼が書物あるいは他人から得た情報の占める割合がはるかに多い,と

いうことである。たとえば,EIDoradoを目撃したというスペイン人の話,

Orinoco・Amazon両河の流域の地理,Amazonesたち,人身売買,解毒の処

方,周辺の部族間の抗争,金鉱・銀鉱,頭が肩の下にある部族,など,Ori-

noco河口の水路のほんの一部に沿ってしか移動していないRalegh一行には

とうてい掴むべくもない情報が血料別物面には満ちている。それらはスペイン

人をも含む現地人から得られたもの,つまり現地人の「知識」あるいは「物

語」の写しということができよう。

また,EIDoradoは征服されたインカ帝国の流れを汲むという話,Orinoco

河探検史,動植物誌,Amazonesたち,現地人の風習などの記述は,数多く

の印刷された情報,すなわち,当時インディアスと呼ばれたカリブ海の島々や

南米大陸の探検記・地誌を抜きにしては考えられない。さらに,巻末には付録

として,舎捕したスペイン船から入手したEIDoradoに関する10篇にのぼる

書簡や報告を英訳して載せている。上)料朋励磁の執筆にあたって,Raleghが

傍らに置いて参照したスペイン語・英語の文献は大量にあったと考えられるに

もかかわらず,本文とそれらとの厳密な比較を行った研究は見られない。こう

いった先行文献によって生産された新大陸の「物語」は助料現職壷のなかにど

のように再生産されているのだろうか。

新大陸を訪れたヨーロッパ人の生んだ物語のテーマの一つは,その驚異的な

動植物であった。Orinoco河口沖の島Trinidadにひとまず投錨したRalegh

もまた,この島の驚異を書き留めている。探検者の常として海岸沿いに真水の

流れ込む川を調べるうちに,彼はそこで,樹上に棲息する牡蠣を見る。
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‥OneSaltriuerthathadstoreofoistersvponthebranchesofthetrees,&were

VerySalt&weltasted.Altheiroistersgrowvponthoseboughsandspraies,and

notontheground:thelikeiscommonlieseeneintheWestIndiesandelsewhere.

ThistreeisdescribedbyAnd7官u)e7協euetinhisfrenchAnおYt毎ue,andtheforme

figuredinhisbookeasaplanteveryestrange,andbyPlinieinhisXII.bookeof

hisnaturallhistorie.ButinthisIlande,aSalsoinGuhmathereareveriemanie

ofthem.4)

木の枝にたくさんの牡蠣のいる塩水の川があった。それらはとても塩辛く,美味であ

った。それらの牡蠣はすべて地面でなく枝や小枝に育つ。同様のものは西インドその他

で普通に見られる。この木はアンドレ・テヴェがその『南極フランス』に措写しておりJ

その書では,ごく珍しいものとして絵が載っている。また,プリニウスがその自然誌の

第12巻で描写している。しかし,この島でもギアナでも,それらはいくらでもあった。

ThevetとPlinius,同時代と古代から自然誌の権威を引いてでたらめを書い

ているのでないことを強調すると同時に,彼らが「珍しい」としたものが「普

通に見られる」と書くことで,Raleghは新大陸の驚異を演出する。ところが,

Pliniusの自然誌に書かれているのは干満の差の大きい水辺に生える樹木のこ

とのみであり,牡蠣のことは言及されていない。5)一方,ブラジルの入植地に

滞在したフランス人ThevetによるJaneiro河の樹上の牡蠣の描写は,たしか

に新大陸の驚異の一つとしながらも,それが潮の干満によってもたらされる現

象であることを科学的に説明する文章である。6)Raleghはその説明を故意に省

略し,牡蠣が「枝に育つ」と断言することで,彼自身が予備知識もあり,見て

理解し得たはずのことを,ことさら奇異なものに見せている。上)ねco〃eγわがそ

のフィクション性を露呈する瞬間である。

新大陸の物語のさらに重要なテーマは,黄金の探求である。EIDoradoの

由来とその探索の歴史の記述は101ページある助料別働壷本文の約4分の1を

しめる。これは,Raleghの一行が,Trinidad島に到着したくだりの後,Ori-

noco川遡航の記述の前に挿入されている。ここでRalegh自身の探検の記述

は冒頭に近いところで約25ページにわたって延期される。このながながとし
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た挿入部分の意図するところは,この後に記述されるRaleghの探索は結局失

敗に終わるけれども,EIDoradoは本当は存在し,それを探検することの妥

当性はいぜんとして動かない,という一種の予防線とも受け取れる。しかし,

その内容がEIDoradoの由来,そして新大陸の征服とOrinoco河の探検の勇

者たちの歴史であることを考えると,この挿入はこの探検記のエピック・ロマ

ンス性の一面とも考えられる。エピック・ロマンスにおいて物語の途中で説明

のための長い挿入を置くことは常套であるからである。たとえば,Spenserの

771eFberieQueeneの第二巻では,騎士GuyonとArthurが重要な冒険に出発

する前に,それぞれ自分の生国-妖精の国とブリタニア-の歴史を読む場

面がある。7)語り手が引用する,という形をとって,それらの歴史は二人の冒

険を中断し,遅延する。RaleghがOrinoco河の探検のくだりの前に,先行す

る探検者の歴史を挿入しているのは,構造的にはこれと重なりあうものと見な

し得よう。過去の歴史/物語(histoire)を挿入することによって,Raleghは

みずからの探検行がそれによって力を与えられ,それを反復し,超えるもので

あることを主張するのだ。実際,Ralegh自身が単なる黄金郷の探索者にとど

まらず,スペイン人を凌駕する征服者(conquistador)になる可能性を意識し

ていることを「肋料別働壷は示している。

ButitpleasednotGodsomuchtofauourmeatthistime:.‥ifanyelse

Shalbeenabledthereunto,andconquerethesame,Iassurehimthusmuch,he

ShallperformemoretheneuerwasdoneinMαicobyCoriez,OrinhnLby

hlCaYO,WhereoftheoneconqueredtheEmpireofMutezuma,theotherofGuascaY;

andAおお萌卸.…8)

今回は神は私に味方し給わなかった。(中略)もし,他の誰かがその事業に成功し,

それ[ギアナ帝国]を征服するならば,私は保証しよう,その者はコルテスによってメ

キシコで,ピサロによってペルーで行われたこと(前者はモクテスマの帝国を,後者は

グアスカルとアタバリパの帝国を征服したのだが)それらにもまさることをやり遂げる

ことになる,と。
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また,RaleghのDiscoverieのタイトル-『広大で,豊かで,美しいギア

ナ帝国の発見』-は,Hern云nCortesによるメキシコ征服についての報告書

簡が出版されたときのタイトルに驚くほど似ている。

(加地de柁kZ0[乃]….且わあヴ[∽]JαZe柁わCわ[乃]d[g]短がβの那ツ

♪′川石目.・んが 崩J`7/心J〕由`ノ巨1月んJr!l、∫川折目1りJ川川{J肋・JJlC-‥.FJJ旬`,llん7日1′㍍`・

ハイ′汀J。[IJ]`7。1Jl柄JgJl柚掠前川か神前壷〃叫・Jl。`J!!の仙/′1`7CJ//JJ`J二_l・!ん・押川rll-ぶ

C彿短短ダゐ肋肌前肋都元帥肌血相.‥9)

報告書簡……そこでは彼[コルテス]が最近発見した無数の土地と地方についての報

告を行っている……とりわけ,クルアと呼ばれる極めて大きく,豊かな地方について,

また大きな町々と驚くべき建物についての報告を行っている‥‥‥

これはRaleghに先立つこと約70年の言説である。Cortesもまた書簡の中

で,彼が征服していった土地の広大さ,豊かさ,そしてタイトルにはないもの

のその美しさについて言葉を費やしている。残念ながらRaleghの備忘録には

Cor絶Sの書簡は載っていないので,彼がそれを見たのかどうかは知ることが

できない。しかし,見たにせよ,見ていないにせよ,ヨーロッパ人が新大陸に

何を発見したか-というよりむしろ,何を発見したかったか,というべきで

あろう-が70年の年月を経てもいささかも変わっていないことは興味深い。

もちろんRaleghは,先行する物語をただ繰り返しているわけではない。EI

Doradoの起源がインカ帝国にあると考えるRaleghはスペインの歴史家

FranciscoL6pezdeG6maraの著書LahistorhlgenemldeklSIndias(『イン

ディアス概史』1554-55)からインカの黄金に関する記述を2箇所引用してい

る。上記の備忘録にも載っているG6maraのこの書物は,Mexicoの征服を扱

った部分とPeruの征服を扱った部分の二部構成をとっていた。10)Raleghの引

用はPeru部分からスペイン語による原文をあげ,次に英訳を付す,という念

の入れようである。しかし,考えてみると,ここではRalegh自身の英訳があ

れば十分であり,わざわざスペイン語の原文を載せる必要はないはずである。
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したがって,Raleghが原文と自らの英訳を併記しているのは,情報の真憑性

を強め,合わせて自らのスペイン語力を誇示するため,と考えるのが自然であ

ろう。彼が探検を行ったのは,MexicoやPeruほどは徹底していないものの

スペインの勢力がおよんでいる地域であり,このくだり以外にも多くのスペイ

ン人からの情報をRaleghは盛り込んでいるのである。しかし,Raleghの英

訳には小さな誤りとみられるものに加えて,作為的と見られる原文との相違が

ある。その部分を検証してみよう。

RaleghはG6maraのLahistorhlgeneralの120章の一部を引用している。

「一方によって他方を判断出来るように」,すなわち,インカの黄金の描写に

よってEIDoradoの富を読者が想像できるように。「そこにはGuianaの皇帝

の先祖にあたるGuaynacapaの宮廷と壮大さが措写してある」。G6maraの原

文とRalegh自身の英訳を並列して引用する。イタリック体の部分がG6mara

による原文で,ローマン体の部分がRaleghの文章である。両者の相違は下線

をつけた部分である。Raleghは基本的には逐語訳をめざしているので,とり

あえずスペイン語にそって邦訳をつける。

1hわ.JJHT・一丁`ゾ1日ム・∫/htバ`/,/柄丁爪_l・。りこJ値!り打(1√(仰..l・滋画面.γ申!入り山

川川映目方/面血,,日。研一♪tけ一〝〟バハ・ごり.れIJJJ`Jr〃ゴ1日l・。のJl`J川(1∫短/′仙ぶん柄で亡びJ/=けり

申/l-♪`川、(lJ!川g料握柄..lt/′1∫./料J〃てJ∫`J/♪…♪J仇,1・ん〃〃〃/川(1日/Jl〃Jlt-∫`川J仙/ん,∫,`〃仕∫,

r汀わ。ん-ぶ..l・.1川1(バ♪相(1Jlこ(、/`J〟=717..t、(Jl、`1〝〟〃わざ♪…一日・Jお山′…り・〟gJ/fJJdt,∫JlJ

/l:川りさ.れ湖心J蔚山∴用バJJ川叫卯㍉…血k.。l-ぶん/∫,_l・/J仙・J(1√(けlリ・♪!`J山.JIJJJ(れ)日1(・

♪′′/(}日1‥-粧`J柄、♪曲・。/`・∫J川1期…′連虫♪`聞甲"-用`"一・g′7ル日用沼南守朝日男潮

がげJtJ.〃〃t・㈲んHJHん,JJ`・(7日-川五用事†高一(イ7`1∴HJl川rJ/こ㍉〃,ヴJ作!ぐ〃i`川/砧J項柾目朝

出gtイ用J・柄7ふん=川・`Jr1ll/fJ仙JJ′1.(わJJfムーJり・肌用〟九重研一.ヴ11〃〝(わ〝J/り貢川仙汀.

(1仇、五〃i`!ん11り1(7/Jこ(7.ん7∫,/7りれ-∫..l・(汀みりん,∫`7t、(明りリ血血.iJ間作〃(・J朝,l・gJl川(1t,こ〝JJ`バね

P〃/りJJl・(づ・〃〝〃(・(7～お山‥‥

Thatis,Allthevesselsofhishouse,table,andkitchinwereofGoldand

Siluer,andthemeanestofsiluerandcopperforstrengthandhardnesofthemet-

tal.Hehadinhiswardroppehollowstatuesofgoldewhichseemedgiants,and
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thefiguresinproportionandbignesofallthebeastes,birdes,treeSandhearbes,

thattheearthbringethforth:andofallthefishesthatseaorwatersofhis

kingdomebreedeth.Heehadalsoropes,budgets,Chestesandtroughsofgolde

andsiluer,heapesofbilletsofgoldethatseemedwoode,markedouttoburne.

Finallytherewasnothinginhiscountrey,Whereofheehadnotthecounterfeatin

gold.Yeaandtheysay,TheIngashadagardenofpleasureinanIlandneere

Puna,Wheretheywenttorecreatethemselues,Whentheywouldtaketheayreof

thesea,Whichhadallkindofgardenhearbes,flowersandtreesofGoldand

Siluer,aninuention,&magnificendetilthenneuerseene‥.11)

彼の家,テーブル,キッチンのすべての道具は黄金か,銀か,悪くとも強度を増すた

めに銀と鋼でできていた。彼はその倉に巨人のように見える中空の黄金の像や,大地が

生み出すあらゆる獣や鳥や木や草花,また彼の王国の海や淡水が生み出すあらゆる魚と

同じ形,大きさの像を持っていた。また彼は黄金や銀の綱や大袋や寵や穀物入れや,積

み上げられた黄金の棒を持っていた。それらは火にくべるた糾こ塑三を薪のように見え

た。要するに,彼の領土の生み出す物で,彼がその黄金製の模造品を持たないものはな

かった。さらに,インカ族はプーナの近くの島に花壇をもっており,海の空気にあたり

たいときはそこへ休みにいくと言われている。12)そこには金や銀でできた野菜や花や

木々があって,かつて見られたことのない着想と規模のものだった。

スペイン語の原文にあるtroxes(穀物入れ)とraiada(割られた:rajar割

る,の過去分詞。rayar線を引く,印をつける,の過去分詞ではない)が

Raleghの英訳ではtrough(飼葉桶),markedout(印を付けた)と英訳され

ているのは,意図的ではない単純な誤りと考えられる。しかし,スペイン語で

単にvergel(果樹園,花壇)となっているところを,Raleghはgardenof

pleasure(快楽の園)と訳している。また,そこにある植物についてRalegh

が言っているallkindofあらゆる種類の,にあたるものはスペイン語のほう

には見当らない。これは意図的だと思われる。gardenofpleasureということ

ばが想起させるのは,騎士道ロマンスの快楽の園である。おそらくRaleghの

脳裏には,そのなかでも,彼自身と親しい関係にあったSpenserの77zeFber-

ieQueene第二巻のPhaedriaの島や,至福の園があったのではないだろう
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か。13)歴史的アレゴリーによってElizabethI世のイングランドを映し出した

771eFberieQueeneにおいて,騎士Guyonは妖精の国を出発し,船でAc-

rasiaの園のある土地へ渡る。園の入口のアーチに絡みつく葡萄の実は「磨き

上げた黄金で/人工に作られた」(ofburnishtgold,/Somadebyart)もの

だ。

TherethemostdaintieParadiseonground,

Itselfedothoffertohissobereye,

Inwhichallpleasuresplenteouslyabound,

Theart,Whichallthatwrought,appearedinnoplace.14)

そこには地上でもっとも鷲沢な楽園が

真面目な彼の目の前にひらけており,

あらゆる快楽が満ち溢れていた,

それらを細工したのは人工の技だったが,とてもそうとは見えなかった。

RaleghはG6maraの差し出す黄金に満ちたインカの風景に,ヨーロッパの

ロマンスの騎士たちを迎える安逸の雰囲気を付け加えた。G6mara自身は

Mexicoの征服者Hern云nCortes一族の在俗司祭であり,新大陸の土を跨ん

だことのない書き手である。古典学者で人文主義者でもあった彼は多くの資料

にもとづいて新大陸の物語を書いた。15)それをRaleghが英訳し,原文になか

ったものを付け加え,そして,読者はさらにそれをもとにEIDoradoの富を

想像させられるのである。EIDoradoはこうして,読者からはいくつもの言

説の層で隔てられたところに,その姿をかいま見させるにすぎない。

Jまた,EIDoradoでの黄金の儀式の記述も注意して読む必要がある。EI

Dorado(原義は「金ぴかの男」)の伝説は,Sebasti丘ndeBenalc丘zarという

探検者の部下の一人がインディオから聞いた最初の形では,Bogotaのあたり
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の部族の首長が毎朝金粉を体に吹きかけさせ,それを湖で洗い流す,というも

のであった。16)その後,この伝説には細部が加わり,Guatavitaという湖17)で,

毎年一回付近の部族があつまり,首長が体に金を塗って舟で湖に乗りだし,多

くの黄金製品を湖に投げ込むと同時に自ら水中に飛び込んで金を洗い落とす,

という風に変化していった。Raleghのβぬα刑汐由においては,これが,さら

に変化していく。

...atthetimesoftheirsolemnefeastswhentheEmperorcarowsethwithhis

Captayns,tributories,&gouernours,themanneristhus.Allthosethatpledge

himarefirststrippednaked,&theirbodiesannoyntedalouerwithakindeof

White励Isamum:‥.CertaineseruantsoftheEmperorhauingpreparedgoldmade

intofinepowderblowitthorowhollowcanesup6theirnakedbodies,untillthey

bealshiningfromthefootetothehead,&inthissorttheysitdrinkingby

twentiesandhundreds&continueindrunkennesssometimessixorseuendays

togither二thesameisalsoconfirmedbyaletterwrittenintoSpainewhichwas

intercepted,WhichmasterRobertDudlαtOldmehehadseen.18)

……厳粛な祭のときには,ギアナ皇帝は支配下の首長や進貢者や総督たちと潜を飲み騒

ぐのだが,そのやり方はこんな風である:皇帝に忠誠を誓うものは全員,まず丸裸にさ

れ,全身にある種の白い香油を塗られ……皇帝の召使が細かい粉にした金を用意して,

彼らの裸の体に中空の藤の管を使ってそれを吹き付ける。すると彼らの体は爪先から頭

まで光り輝くようになる。この格好で彼らは何十人,何百人と集まって座って酒をのみ,

ときには六日,七日も通して酔っぱらい続ける。このことは,スペインに送られる途中

でイングランド側に入手された書簡によっても証明されるが,ロバート・ダドリー氏が

その書簡を見たというのを私は聞いた。

金粉を塗布される人物は,一人の王から複数の「首長や進貢者や総督たち」

になっている。RaleghのEIDoradoでは,黄金はそれほどまでに満ち溢れて

いるのだろうか。Fig.1は新大陸の光景の視覚的表現に貢献したTheodorde

Bryの版画であるが,黄金の儀式を描写したさまざまの文献の中では,この

Raleghの記述にもっとも近いものである。前景では一人の人物が裸になり,
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足元には羽飾りと黄金の足輪らしきものがはずしておいてある。彼は左の人物

によって香油を塗られ,右の人物によって金紛を吹き付けられている。後方で

は多くの首長らしき人々が円陣をなして呑み騒いでいる。19)

Raleghの情報源は,現地のスペイン人AnthoniodeBerreoであり,Ber-

reoはそれをSanJuandePuertoRicoに保管された公文書から写したと言っ

ており,その公文書はEIDoradoを実際に見たというスペイン人の話を聞い

たという聴罪司祭の報告から作成されている。また,それを証明するというス

ペイン側の書簡は,Dudleyが見た,というのをRaleghが聞いた,とされて

いる。20)ここには,物語が生まれ,変容し,そして書き手とわずかに間接的に

でもつながりのあるものにされていく過程が見て取れる。黄金は,直接眼にす

ることはできないが,しかし,探索するものを絶望させない程度の近いところ

に存在の痕跡を残すのだ。

Raleghは誇らしげに言っている。`Thecountreyisalreadiediscouered'

(99)と。しかし,彼はEIDoradoを発見(discover)したのではなく,0-

rinoco河口付近を探索(discover)したにすぎない。その意味では書名の

DiscoueYieは,意図的に誤読を誘うものといえるだろう。Orinoco河を苦労し

てさかのぼりながら,Raleghは現地の案内人に「明日は目的地につける」「と

にかく次の曲りまで」と,隊員たちに嘘の約束を言わせ続けなければならなか

った。

Whenthreedaiesmorewereouergone,OurCOmpaniesbegantodespaire,the

weatherbeingextreamehot,theriuerborderedwithveriehightreesthatkept

awaytheaire,andthecurrantagainstvseuerydaiestrongerthanother:Butwe

euermorecommandedourpilotstopromiseanendthenextdaie,andvseditso

longasweweredriuentoassurethemfromfowerreachesoftheriuertothree,

andsototwo,andsotothenextreach,21)

それから三日が経つと,我々の隊員たちは絶望しはじめた。気候は極めて暑く,河の

両岸は高い木が生い茂って風通しが悪く,我々の方向にさからう流れは一日ごとに強く
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なったからである。しかし,我々は常に水先案内人に明日は目的地につける,と約束さ

せつづけた。そして,それを利用してあと河の曲りを4つ,3つ,2つ,そして次の曲

りまで,と保証していくはめになった。

これはColumbusが第一回の航海で航行距離について船員をだましつづけ

たのを思わせる。22)血料別働壷の読者もまた,探検隊員同様,「次のページには

EIDoradoが,少なくとも黄金に関する確かな情報が」と思わされ続ける。

しかし,その期待がかなえられることはない。

探検記を書くことは,探検を行うのと同様,真実から読者=同行者を隔て続

けることであることを血料別働壷は教えてくれる。それは,恐らく,当時溢れ

るように書かれた航海記,探検記に共通する本質的な問題ではないのだろうか。

RichardHakluytとSamuelPurchasが編んだ旅行記大全もまた,引用の巨

大なかたまりと見なすことができる。23)それらのテクストを成立させているも

との情報にも,さらにまたそれらを成立させているもとの情報があり,EI

Doradoの,新世界の,異文化の「物語」は少しづつ変型されながら果てしな

く引用され,再生産されつづけた,といえるのではないだろうか。

本論文は平成6年度文部省科学研究補助金(一般研究C)を受けて行われた共同研究

「英国人による非ヨーロッパ文化に対するイメージの形成の研究」の成果の一部であり,

1994年5月2ト22日熊本大学において開かれた日本英文学会第66回大会での研究発表

の原稿に加筆訂正したものである。執筆の段階で京都大学の蒲池美鶴氏,大阪大学の

PaulA.S.Harvey氏より貴重な助言を受けた。また,奈良女子大学の吉田幸子氏,京

都大学の櫻井正一郎氏,京都外国語大学図書館には資料を貸与していただいた。記して

感謝を表したい。
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